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 図6.褥られたチヂ竃ボラ類の各ハプ鶯タイプの類縁関藻
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 図7.各地域におけるハプ圃タイプ頻度と地理的関係(カッ罰内は個体数)
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 図8.mtDNACOI領域配列(4"bp)による11地域のチヂミポラ類の適伝的類縁関係(UPGMA)
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 図9.水観究で購いたチヂ蕊ボラ類と地種との遺伝的類繰関係(COl,438bp,UPG擁A)
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 図億調べたチヂ箋ボラ類の属赤る各海域グループと海流の関係
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論文審査結果要旨
 本研究は,アリューシャン列島から三陸沿岸域の沿岸岩礁域潮間帯に生息する肉食性巻貝である「チ
 ヂミボラ」を対象に,漁業以外の新たな水産生物の活用法として環境汚染物質のモニタリングや分布
 域の特徴による環境指標動物の開発を目指した独創的課題を取り上げている。
 チヂミボラを環境指標動物として活用するには本種の種および集団としての構成を把握することが
 生物学的基礎データとして不可欠である.しかし,チヂミボラ類は形態,色彩変異が極めて多く,種
 の同定や分布域とされている北東アジア地域における種や集団の構成は明確になっていない。そこで
 本研究は日本を中心とした北東アジアにおけるチヂミボラの形態的特徴を明確にし,アイソザイム分
 析によって種の構成を捉えると共に,マイクロサテライトDNA分析およびmtDNA分析によって集団
 構造を明らかにすることを目的として研究を行っている。
 その結果,日本を中心とする北東アジア沿岸11地域において,形態からえりもにおいて他とは明
 確に異なる形態を持つ個体をみいだし,国内では報告がされていないNμcε伽∫h召yc∫n8f∫'(Deshayes,
 1841)と推定した.しかし,形態変異に富むことから種の同定には遺伝標識を用いることが必要であっ
 た。
 そこで種の違いを明瞭にとらえることができるアイソザイム分析を行い,5遺伝子座について調べ
 た結果,えりもにおいて形態の異なる個体が他と2遺伝子座で分岐がみられ,確実に異なる種である
 ことを証明した。しかし,その他の地域においては共通の対立遺伝子を保有し,集団構造の把握には
 至らなかった。
 そこで,高変異性で核内遺伝変異であるマイクロサテライトDNA(msDNA)を遺伝マーカーとし
 て調査各地域の遺伝的組成について調べた結果,全ての地域間で有意な遺伝的差異がみられ,北東ア
 ジアのチヂミボラはそれぞれの地域に独立した地域集団を形成し,それらは大陸沿岸,北海道北部沿
 岸,太平洋沿岸の3つの海域グループに分かれることが示された。
 一方,核内遺伝子とは独立した核外遺伝子であるミトコンドリアDNA(mtDNA)のCOI領域のシー
 ケンス分析を行った結果,msDNAと同様に北東アジアのチヂミボラはそれぞれの地域に独立した地
 域集団を形成したが,それらは大陸沿岸,北海道日本海沿岸,オホーツク海沿岸,太平洋沿岸の4つ
 の海域グループに分けられた.
 本研究はそれらの結果を総合して,北東アジアにおけるチヂミボラ類の種の同定を行い,これまで
 の形態分類に一石を投じたこと,各地域に繁殖集団を形成するとともに,各海域で遺伝的に明確に独
 立したグループを形成することを,分子遺伝学的手法を用いて明らかにしたことは,今後の環境指標
 動物としての利用における重要な基礎データを示せたことと考えられ,博士の学位に十分値すると判
 断した。
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